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　creolization

か
ら
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
再
考
へ 

　
《Jacques Coursil  

〜
抵
抗
と
慈
悲
の
ク
レ
オー

ル
化
》 

　
マ
ル
テ
ィ
ニー
ク
移
民
の
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル

シ
ル
（Jacques C

oursil/1938- /

パ
リ
出
身
）
は ̶

 

「
世
界
の
素
材
を
混

合
し
、
今
日
の
人
類
の
諸
文
化
を
結
合
し
、
変
化
さ
せ
る
押
し
と
ど
め
難

い
プ
ロ
セ
ス
」
（
エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
『
全−

世
界
論
（T

R
A

IT
É

 

D
U

 T
O

U
T-M

O
N

D
E

）/

み
す
ず
書
房
刊/2000
年
』
所
収
「
世
界
の
叫
び
」
よ

り
）
と
し
て
の ̶

 creolization

（
ク
レ
オー
ル
化
）
の
中
で
生
き
る

音
楽
家
（1960

年
代
に
は
ニ
ュー

ヨー

ク
・
ジ
ャ
ズ
シー
ン
に
お
い
て
ア
フ

ロ
・
フ
レ
ン
チ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ター

と
称
さ
れ
て
サ
ニー

・
マ
レ
イ
、
ア
ル
バー

ト
・
ア
イ
ラー

、
ア
ン
ソ
ニー

・
ブ
ラ
ク
ス
ト
ン
ら
と
も
共
演
）
に
し
て
、
言

語
学
・
数
理
論
理
学
の
研
究
者
。 

　
こ
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
に
よ
る
最
近
の
演
奏
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

を
『CLAM

EURS

』
（R

ecorded: 2006

）/

『TRAILS O
F TEARS

』

（R
ecorded: 2008-2009 

）/

『FREE JAZZ ART

』

（R
ecorded: 2011

）
のCD

で
聴
い
た
（
残
念
な
が
ら
国
内
盤
は
未
発

売
）
。
『CLAM

EURS

』
と
『TRAILS O

F TEARS

』
の
２
枚
は
、

繊
細
且
つ
強
靭
な
音
楽
性
と
共
に
、
思
索
的
に
も
深
い
感
銘
を
受
け
る
演

奏
で
あ
る
。 

　
『FREE JAZZ ART

』
は
ベー

ス
の
ア
ラ
ン
・
シ
ル
バ
（A

lan S
ilva/

1939- 

）
と
の
デ
ュ
オ
演
奏
で
、
フ
リー

ジ
ャ
ズ
・
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
ター

の

ビ
ル
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
（B

ill D
ixon/1925-2010

）
へ
の
オ
マー

ジ
ュ
ア
ル
バ

ム
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
バ
ム
タ
イ
ト
ル
ど
お
りFREE

な
即

興
的
演
奏
が
展
開
さ
れ
、
『CLAM

EURS

』/

『TRAILS O
F 

TEARS

』
と
は
趣
が
異
な
り
、
い
わ
ゆ
るJAZZ

的
なCD

で
あ
る
。

1960-70

年
代
のJAZZ

に
馴
染
ん
で
き
た
私
に
は
〝
懐
か
し
い
〞
演
奏

内
容
な
の
だ
が
、
や
や
単
調
で
冗
長
な
演
奏
に
聴
こ
え
る
。 

　
『CLAM

EURS

』 

　
『CLAM

EURS

』
は …

…
 

　
モ
ン
シ
ョ
ア
シ
（M

onchoachi/1949- 

）
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン

（Frantz O
m

ar Fanon/1925-1961

）
、
エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン

（É
douard G

lissant/1928−2011

）
と
い
う
、
い
ず
れ
も
マ
ル
テ
ィ
ニー

ク
出
身
の
作
家
・
思
想
家
ら
に
よ
る
カ
リ
ブ
海
域
列
島
を
端
緒
と
す
る

creolization

（
ク
レ
オー

ル
化
）
の
様
相
を
表
現
す
る
言
葉
、
そ
し

て
、
６
世
紀
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ン
タ
ル
（
ア
ン
タ
ラ
・
イ
ブ
ン
・
シ
ャ
ッ
ダー

1
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ド/A
ntarah ibn S

haddad/525-615|608?

）
に
よ
る
言
葉
を
モ
テ
ィー

フ

と
し
て
い
る
。 

　
こ
のCD
は…

…
 

「Q
UATRE O

RATO
RIO
S PO

UR TRO
M
PETTE ET VO

IX/
FO
UR O

RATO
RIO
S FO

R TRUM
PET AN

D VO
ICE

（
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
と
声
の
た
め
の
４
つ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
）
」
と
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

付
さ
れ
て
お
り
、
静
か
な
囁
き
と
呻
き
と
し
て
谺
す
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル

シ
ル
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
と
朗
唱
を
軸
に
し
な
が
ら
、
ベー

ス
と
パー

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
コー

ラ
ス
の
演
奏
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
濃
密
な
〝
音
楽

作
品
〞
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
『CLAM

EURS

』
で
オ
ラ
ト
リ
オ
（
聖
譚
曲
）
と
し
て
朗
唱
さ

せ
い
た
ん
き
ょ
く

れ
る
４
つ
（
４
人
）
の
言
葉
（
詩
）
の
概
略
を
演
奏
順
に
記
す
と
次
の
通

り
で
、
私
な
り
に
理
解
し
心
に
留
ま
っ
た
一
節 ̶

 

１
・
３
はCD
添
付
の

フ
ラ
ン
ス
語
訳
、
２
・
４
は
朗
唱
さ
れ
て
い
る
原
文
の
フ
ラ
ン
ス
語
と
日

本
語
訳
（
１
・
３
・
４
は
私
的
意
訳
、
２
は
〔
『
黒
い
皮
膚
・
白
い
仮
面
』

（
み
す
ず
書
房
刊/1998

年
）
﹈
よ
り
） ̶

 

も
付
記
す
る
。  

1
ア
ル
バ
ム
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
モ
ン
シ
ョ
ア
シ
の
「W

élélé N
ou/

N
os Clam

eurs/O
ur Clam

ors

（
我
々
の
叫
び
）
﹈
と
い
う
ク
レ

オー

ル
語
に
よ
る
詩…

…
 

「jusqu’au bout de notre propre m
ort m

êm
e

（
我
ら
自
身

が
死
に
果
て
る
ま
で
）
」
「Détresse et envie de renaître

（
苦
悩
と
生
ま
れ
変
わ
り
の
望
み
）
」  

2
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
族
解
放
戦
線
に
参
加
し
た
思
想
家
・
精
神
科
医
で

あ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
の
『Peau N

oire, M
asques Blanc/

Black Skin,W
hite M

asks

（
黒
い
皮
膚
、
白
い
仮
面
）
』
か
ら
の

フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
言
葉…

…
 

「Pas de m
onde blanc, pas d'éthique blanche, pas 

d'intelligence blanche.

（
白
い
世
界
は
な
い
、
白
い
倫
理
は
な

い
。
ま
し
て
や
白
い
知
性
は
な
い
）
」
「 Il y a de part et 

d’autre du m
onde des hum

ains qui cherchent. 

（
世
界
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
探
し
求
め
て
い
る
人
間
た
ち
が
い
る
）
」 

3
私
に
は
ほ
と
ん
ど
未
知
の
ア
ン
タ
ル
（Antarah

） ̶
 

ジ
ャ
ッ
ク
・

ク
ル
シ
ル
自
身
が
書
い
た
と
思
わ
れ
るCD

ジ
ャ
ッ
ケ
ッ
ト
の
解
説
で

は
﹇Antar

﹈
と
表
記
、
「a great poet and legendary hero 

of the pre-Islam
ic period, was a black slave "with a split 

lip”.

」
と
紹
介
し
て
い
る
（
リ
ム
ス
キー

・
コ
ル
サ
コ
フ
の
交
響
組
曲
の

標
題
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
私
は
未
聴 

） ̶
 

に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
語

の
詩…

…
 

「Ignorants, ils blâm
ent le noir de m

a peau

（
無
知
に
よ

2
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り
、
皮
膚
の
黒
さ
が
と
が
め
ら
れ
る
）
」
「O

r sans noir l’aube 
ne paraît [pas] dans la nuit

（
だ
が
、
闇
夜
の
黒
さ
な
し
に
夜

明
け
は
現
れ
な
い
の
だ
）
」 

4
エ
ド
ゥ
アー
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
の

『L'Archipel Des Grands Chaos/The Great Chaos 
Archipelago

（
大
き
な
カ
オ
ス
に
さ
ら
さ
れ
た
列
島
）
』
か
ら
の

フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
詩…

…
 

「Les Grands chaos s’en sont venus

（
大
き
な
カ
オ
ス
が
訪

れ
る
）
」
「Il n’est tem

pêtes que de sang

（
血
の
流
れ
ぬ
嵐

は
な
い
ほ
ど
に
）
」
「La race blanche des frégates

（
軍
艦
に

乗
っ
た
白
人
だ
）
」 

　
こ
れ
ら
の
朗
唱
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
は
、
さ
ほ
ど
の
語
学
力
を
有

し
な
い
私
に
は
、
残
念
な
が
ら
一
部
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど

聴
き
取
れ
な
い
。
し
か
し
、
朗
唱
テ
キ
ス
ト
の
「
原
文 - 

仏
文 - 
英
文
」

をCD

付
属
のpdf

フ
ァ
イ
ル
を
参
照
し
な
が
ら
（
辞
書
を
片
手
に
）
聴
く

と
、
そ
の
言
葉
た
ち
が
楽
曲
と
絡
み
合
い
つ
つ
、
口
承
さ
れ
る
言
霊
と

な
っ
て
鬼
気
迫
る
ほ
ど
に
響
い
て
く
る
。 

　
そ
し
て
、
こ
の
『CLAM

EURS

』
の
ジ
ャ
ッ
ケ
ッ
ト
に
記
さ
れ
た

ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
の
言
葉…

…
 

「The slave's cry, the shout of the oppressed, strangles in 
his throat. If he cries out, he's beaten, dead ‒ the shout is a 
free m

an's privilege. In the language of poets, the tight cry 
has been transform

ed into the written word.

」
の
ご
と
く ̶

「the written word

（
書
か
れ
た
コ
ト
バ
）
」
の
中
に
置
き
換
え
ら
れ

た
泣
き
声
」
が
聴
こ
え
る
と
共
に…

…
 

「The four oratorios for trum
pet and vo ice that m

ake up 
CLAM

EURS restore the world-cry of these poets in their 
own tongues, Creole, French and Arabic. But this clam

our 
is neither a lam

ent nor hatred.

」
「"In this world where 

things hurt," wrote Frantz Fanon, "truth has no need to be 
flung in m

en's faces." It has to be sought out and sung: its 
place is in m

usic.

」
の
ご
と
く ̶

 

「
悲
嘆
で
も
な
く
憎
悪
で
も
な
い

叫
び
声
」
と
し
て
、
「
音
楽
の
中
に
真
実
の
声
」
と
な
っ
た
﹇
４
つ
の
オ

ラ
ト
リ
オ
﹈
が
私
の
心
魂
に
滲
み
込
ん
で
く
る
。 

　 

3
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『TRAILS OF TEARS

』
　 

　
『TRAILS O

F TEARS

』
で
は…

…
 

　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
の
他
に
ベー

ス
の
ア
ラ
ン
・
シ
ル
バ
や
ド
ラ
ム

ス
の
サ
ニー
・
マ
レ
イ
（S

unny M
urray/1936- 

）
な
ど
８
名
が
参
加
し

て
い
る
。
強
い
音
楽
的
イ
メー

ジ
と
と
も
に
、
『CLAM

EURS

』
と
同

様
、
深
い
思
想
的
イ
メー
ジ
を
も
喚
起
す
る
叙
情
的
且
つ
叙
事
的
な
演
奏

が
聴
け
る
。 

　
そ
し
て
、
こ
のCD

ジ
ャ
ッ
ケ
ッ
ト
に
記
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ

ル
自
身
の
言
葉…

…
 

「Trails of Tears is a poem
 in m

usic written in seven titles 
that run down long trails of tears, the traces of the forced 
exoduses in world history. I m

ust stress here the last act in 
the wars of resistance fought by the peoples of N

orth 
Am
erica, in counterpart to the African slave-trade.

」
の
ご
と

く ̶

『TRAILS O
F TEARS

』
は 

〜1883

年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政

府
が
チ
ェ
ロ
キー

族
を
本
来
の
居
住
地
で
あ
る
大
陸
東
部
（
ジ
ョー

ジ

ア
）
か
ら
居
留
地
（
オ
ク
ラ
ホ
マ
）
へ
と
根
こ
そ
ぎ
で
「
強
制
移
動
」
さ

せ
た
〜
北
米
大
陸
に
お
け
る
植
民
地
支
配
の
も
と
、
暴
力
的
に
強
い
ら
れ

た
「exoduses

（
エ
ク
ソ
ダ
ス
）
」
を
テー

マ
と
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
「Trails of Tears

（
涙
の
道
）
」
は
、
支
配
・
抑
圧
者
側

の
言
葉
（
英
語
）
と
し
て
、
〈
歴
史
〉
へ
と
客
体
化
・
制
度
化
さ
れ
た

écriture

（
エ
ク
リ
チ
ュー

ル/

書
か
れ
た
コ
ト
バ
）
で
あ
り
、
涙
す
る

チ
ェ
ロ
キー

族
た
ち
の
真
の
姿
や
気
配
が
消
さ
れ
て
い
る
。 

　
一
方
、
『TRAILS O

F TEARS

』
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
が
作

曲
・
収
録
し
た
７
曲
に
つ
い
て
、
彼
自
身
が
次
の
よ
う
に
付
記
し
て
い
る

言
葉…

…
 

「Ⅰ
 - N
unna Daul Suny

（The trail where we wept

）

sum
m
arizes the tears of the conquered people who were 

deported, tears without waters, dry-eyed and in silence./Ⅱ
 

- Tagaloo, Georgia is the nam
e of a place lost forever in 

this uprooting with no return, the end of a world./Ⅲ
 -

 Tahlequah, O
klahom

a is the end of a voyage for those 
who survived./Ⅳ

&
Ⅴ
 - Free Jazz Art, the Rem

oval 
Act Ⅰ

&
Ⅱ
 relates what rem

ains of the revolt against the 
greatest conquering enterprise in history, the colonial 
adventure, the W

ars of the W
hole W

orld. /Ⅵ
&
Ⅶ
 - are the 

African response to the exodus of the Indians. 

」
の
ご
と
く  

̶
 

「N
unna Daul Sunyi

」
＝
「The trail where we 

wept
（
我
々
が
泣
い
た
道
）
」
（
チ
ェ
ロ
キー

族
自
身
の
言
葉
） 

は
、

4
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被
支
配
・
抵
抗
者
側
の
言
葉
と
し
て
〝
叙
事
〞
の
ま
ま
に
主
体
化
さ
れ
た

parole
（
パ
ロー

ル/

言
・
げ
ん
）
で
あ
り
〜
「15,000

名
の
チ
ェ
ロ
キ

ー

族
の
う
ち
お
よ
そ4,000

名
が
そ
の
途
上
で
亡
く
な
っ
た
」
と
伝
え
ら

れ
、
「tears without waters, dry-eyed and in silence

（
た
だ

押
し
黙
り
乾
い
た
涙
し
か
流
れ
な
い
）
」
ほ
ど
の
苛
酷
な
迫
害
に
つ
い

て
〜
植
民
地
下
に
お
け
る
白
人
た
ち
の
支
配
・
抑
圧
者
と
し
て
の
欲
望
と

暴
力
、
そ
し
て
、
そ
の
植
民
地
下
で
の
チ
ェ
ロ
キー

族
た
ち
北
米
大
陸
先

住
民
族
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）
の
被
支
配
・
抵
抗
者
と
し
て
の
悲
嘆
と
苦
悩

が
強
く
伝
わ
り
、
「the African response to the exodus of the 

Indians

」
と
し
て
「the African slave-trade

（
ア
フ
リ
カ
人
奴
隷

貿
易
）
」
に
も
強
く
共
感
し
感
受
す
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
の
心
魂
、

そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
のCD

の
音
楽
表
現
の
内
実
を
象
徴
し
て
い
る
。 

　
「Trails of Tears/N

unna Daul Sunyi

」
が
主
題
と
な
る

『TRAILS O
F TEARS

』
で
の
演
奏
内
容
は
、
確
か
に
苦
悩
と
悲
嘆
に

満
ち
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
の
心
魂
は
、
胸
の
奥
底
か
ら
喉
元
へ
、

そ
し
て
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
マ
ウ
ス
ピー

ス
か
ら
外
部
へ
と
絶
え
る
こ
と

の
な
く
震
え
る
音
の
谺
と
し
て
静
か
に
囁
き
呻
く
。 

　
し
か
し
、
そ
の
音
律
は
、
た
だ
単
に
哀
切
な
叙
情
で
は
な
い
し
、
先
の

『CLAM
EURS

』
に
お
け
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
の
言
葉
＝
「this 

clam
our is neither a lam

ent nor hatred

」
と
も
呼
応
す
る
よ
う

に
同
情
・
憐
憫
・
憎
悪
に
繋
が
る
類
い
で
も
な
い
。 

　
抵
抗
と
慈
悲 

　
『CLAM

EURS

』/

『TRAILS O
F TEARS

』
を
聴
い
て
私
が
感
受

す
る
〝
音
楽
的
イ
メー

ジ
〞
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
〈
沈
黙
〉
の
声
が

orality

（
オ
ラ
リ
テ
ィ/

口
承
）
と
し
て
蘇
り
、
霊
視
あ
る
い
は
霊
聴
の

よ
う
に
し
て
私
の
内
に
結
ば
れ
る
像
（
イ
メー

ジ
）
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
〈
沈
黙
〉
の
声
に
は
、
す
す
り
泣
く
共
に
微
笑
む
か
の
よ
う
な
、

哀
切
を
超
え
た
〈
抵
抗
〉
の
響
き
と
〈
慈
悲
〉
の
香
り
と
が
纏
り
付
く
。 

　
そ
し
て
、
『TRAILS O

F TEARS

』
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
が
寄
せ
て
い
る
言
葉…

…
 

「Coursil m
oves tim

es aside from
 us. I m

ean to say, we 
learn with him

 to m
easure that tim

e which com
es to us 

from
 distant silence, 

」
「This tim

e which m
oves aside so 

slowly is the tim
e of our awakening.

」
と
と
も
に ̶

 

〈
抵
抗
〉

と
〈
慈
悲
〉
へ
の
目
覚
め
（the tim

e of our awakening

）
と
い
う

〝
思
想
的
イ
メー

ジ
〞
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。 
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さ
ら
に
は
私
の
中
で
、
こ
の
〈
抵
抗
〉
と
〈
慈
悲
〉
へ
の
目
覚
め
は
、

パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
モ
ワ
ゾー

（Patrick C
ham

oiseau/1953− /

マ
ル
テ
ィ

ニー

ク
出
身 
）
ら
が
唱
え
る ̶

 

植
民
地
化
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る

「
諸
々
の
文
化
要
素
の
相
互
交
感
的
な
、
相
互
浸
透
的
な
集
合
体
」
「
一

つ
の
万
華
鏡
的
な
全
体
性
、
す
な
わ
ち
、
保
持
さ
れ
た
多
様
性
に
対
す
る

非
全
体
主
義
的
な
意
識
」
「
誤
っ
た
普
遍
性
、
単
一
言
語
主
義
、
純
粋
さ

を
打
破
す
る
も
の
」
〔
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
モ
ワ
ゾー

他
『
ク
レ
オー

ル
礼
賛

（É
L

O
G

E
 D

E
 L

A
 C

R
É

O
L

IT
É

）
』
（
平
凡
社
刊/1997

年
）
所
収
「
ク
レ

オー

ル
性
」
よ
り
〕
と
し
て ̶

 créolité
（
ク
レ
オー

ル
性
）
の
覚
醒

へ
、
そ
し
て
、
そ
のcréolité

の
「
全-
世
界
」
的
な
覚
醒
と
し
て
の

creolization

（
ク
レ
オー

ル
化
）
へ
と
通
底
し
て
い
く
。
〔
註
１
〕 

〔
註
１
〕creolization

とcréolité

に
関
し
て
、
エ
ド
ゥ
アー
ル
・
グ
リ
ッ
サ

ン
な
ど
は
別
の
概
念
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
ク
レ
オー
ル
」
に
関
す

る
学
究
的
考
察
を
し
た
い
訳
で
は
な
い
の
で
深
入
り
し
な
い
。 

　
私
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ク
ル
シ
ル
の
演
奏
と
出
会
う
こ
と
で
、
現
代
に
お
け

る
音
楽
表
現
の
あ
り
方
と
し
て
の
〈
抵
抗
〉
と
〈
慈
悲
〉
の
音
律
を
感
受

す
る
と
共
に
、
現
代
世
界
を
経
済
・
社
会
・
文
化
の
全
域
に
渡
っ
て
破
壊

的
・
破
滅
的
に
席
巻
す
る
グ
ロー

バ
ル
化
（m

ondialisation/
globalization

）
へ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
カ
ウ
ン
ター

カ
ル
チ
ャー

と

し
て
、
ク
レ
オー

ル
化
（creolization

）
や
ク
レ
オー

ル
性

（créolité

）
が
内
包
す
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
（post-

colonialism
e

）
の
「
全-

世
界
」
的
な
可
能
性
と
し
て
の
〈
抵
抗
〉
と

〈
慈
悲
〉
の
あ
り
様
を
想
う
。 

　
グ
ロー

バ
ル
化
さ
れ
た
現
代
と
は…

…
 

「
今
日
、
ど
れ
だ
け
の
追
い
つ
め
ら
れ
た
共
同
体
が
、
本
質
的
な
分
裂
、

自
己
同
一
性
の
ア
ナー

キー

、
国
家
と
教
条
の
戦
争
か
、
も
し
く
は
、
武

力
に
よ
る
帝
国
的
平
和
、
あ
る
い
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
全
体
主
義
的
か

つ
保
護
主
義
的
な
強
大
な
〈
帝
国
〉
を
措
定
す
る
ポ
ッ
カ
リ
口
を
あ
け
た

中
立
性
か
の
二
者
択
一
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
」
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィー

を
唯
一
の
根
に
求
め
る
考
え
方
が
、
こ
う
し
た
共
同
体
を
他
の
共

同
体
に
隷
属
せ
し
め
、
ま
た
、
彼
ら
の
解
放
の
闘
い
を
根
拠
づ
け
て
い

る
」
〔
エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
『
全−

世
界
論
（T

R
A

IT
É

 D
U

 T
O

U
T-

M
O

N
D

E

）
』
（
み
す
ず
書
房
刊/2000

年
）
所
収
「
世
界
の
叫
び
」
よ
り
〕
の

ご
と
く ̶

 

「
全-

世
界
論
」
と
し
て
エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
が

記
す
歴
史
的
・
社
会
的
な
状
況
で
あ
る
。 

　
そ
し
て
、
こ
の
「
唯
一
の
根
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィー

」
は
、

こ
う
し
た
グ
ロー

バ
ル
化
の
歪
み
に
侵
さ
れ
た
地
球
的
且
つ
人
類
的
な
危
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機
の
投
影
と
し
て
あ
り
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
欲
求
不
満
の
回
帰
と

〈
強
者
〉
の
不
毛
な
世
界
平
和
」
（
同
上
書
よ
り
）
の
要
因
と
な
る
。 

　
こ
う
し
た
危
機
的
且
つ
瀕
死
的
な
「
唯
一
の
根
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィー
」
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
想
像
界
（
イ
メー

ジ
）
と
し
て
、

エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
は
次
の
よ
う
に
語
る…

…
 

「
唯
一
根
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィー

の
想
像
界
の
上
に
、
こ
の
リ
ゾー

ム-

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィー

の
想
像
界
」
（
同
上
書
よ
り
）
を
置
く
こ
と ̶
 

こ

の
こ
と
が
、
〝creolization/créolité

〞
が
内
包
す
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
リ
ズ
ム
の
「
全-

世
界
」
的
な
可
能
性
と
し
て
の
〈
抵
抗
〉
と
〈
慈

悲
〉
と
い
う
私
自
身
の
〝
思
想
的
イ
メー
ジ
〞
で
あ
る
。
〔
註
２
〕 

〔
註
２
〕
エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
が
用
い
る
「tout-m

onde

（
全-

世

界
）
」 ̶

 

通
常
は
「tout le m

onde

（
全
世
界
）
」 ̶

 
と
い
う
定
冠
詞
抜
き

のm
onde

に
つ
い
て
も
、
単
一
化
・
固
定
化
さ
れ
る
普
遍
的
な
〝
世
界
性
・
全

体
性
〞
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
錯
綜
・
生
成
す
る
「
〈
関
係
〉
の
カ

オ
ス
的
網
状
組
織
」
と
い
う
リ
ゾー

ム
的
な
〝
世
界
性
・
全
体
性
〞
と
し
て
理
解

す
る
。 

　
「
リ
ゾー

ム-

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
は…

…
 

「
世
界
の
創
造
に
で
は
な
く
、
諸
文
化
の
接
触
の
、
意
識
的
で
矛
盾
に
み

ち
た
、
生
き
ら
れ
た
経
験
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
「
系
譜
の
隠
さ
れ
た
暴

力
の
う
ち
に
で
は
な
く
、
〈
関
係
〉
の
カ
オ
ス
的
網
状
組
織
の
う
ち
に
生

ま
れ
る
」
「
土
地
を
領
土
（
そ
こ
か
ら
人
が
他
の
領
土
へ
と
投
射
し
て
ゆ

く
と
こ
ろ
）
と
し
て
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
﹇
共
取
＝
理
解
＝
包
括
﹈
す

る
代
わ
り
に
﹇
共
与
﹈
す
る
場
所
と
し
て
、
思
い
描
く
」
〔
エ
ド
ゥ
アー

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
『
関
係
の
詩
学
（P

O
É

T
IQ

U
E
 D

E
 L

A
 R

E
L

A
T

IO
N

）
』

（
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
刊/2000

年
）
所
収
「
決
定
的
な
隔
た
り
」
よ
り
〕
と
語
ら

れ
る ̶

 

「
〈
関
係
〉
の
カ
オ
ス
的
網
状
組
織
の
う
ち
に
生
ま
れ
る
」
も

の
で
あ
り
、
そ
の
リ
ゾー

ム
的
な
〝
世
界
性
・
全
体
性
〞
こ
そ
が

〝creolization/créolité

〞
と
い
う
言
葉
と
思
想
性
の
核
心
に
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
〝creolization/créolité

〞
と
い
う
言
葉
と
思
想
性
は
、

列
島
（
群
島
）
的
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
や
沖
縄/

琉
球
が
今

な
お
抑
圧
さ
れ
続
け
て
い
る
問
題
と
も
重
な
り
合
い
、
擬
似
大
陸
的
な
中

央
集
権
国
家
の
相
貌
を
ま
す
ま
す
露
に
す
る
昨
今
の
日
本
国
に
お
い
て 

̶
 

ア
イ
ヌ
や
沖
縄/

琉
球
の
列
島
（
群
島
）
的
文
化
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

リ
ズ
ム
の
可
能
性
と
し
て ̶

 

私
た
ち
自
身
の
〈
抵
抗
〉
と
〈
慈
悲
〉
を

意
義
づ
け
励
ま
し
て
い
る
の
だ
。 

̶
2016.3.3 

記
（2020.2. 

修
正
）̶
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《
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
〜
群
島 - 

日
本
の
ク
レ
オー

ル
性
》 

　
島
尾
敏
雄
と
ヤ
ポ
ネ
シ
ア 

　
私
は
、
作
家
と
し
て
の
島
尾
敏
雄
（1917-1986

）
は
縁
遠
く
、
む
し

ろ
、
彼
の
妻
で
あ
る
島
尾
ミ
ホ
（1919-2007

）
の
独
特
の
イ
メー

ジ
溢
れ

る
文
章
や
語
り
口
に
惹
か
れ
る
の
だ
が
、1960

年
代
当
初
の
島
尾
敏
雄

に
よ
る
発
語
と
し
て
の
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
最
近
強
く

引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

　
彼
の
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
と
の
発
語
に
は ̶

 
学
生
時
代
に
学
ん
だ
「
東

洋
史
」
、
戦
中
の
加
計
呂
麻
島
に
お
け
る
〝
特
攻
待
機
〞
、
戦
後
の
奄
美

大
島
に
お
け
る
生
活
、
父
母
が
東
北
・
福
島
県
の
小
高
出
身
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
加
計
呂
麻
島
の
〝
ノ
ロ
〞
と
し
て
の
家
系
に
生
ま
れ
た
島

尾
ミ
ホ
（
大
平
ミ
ホ
）
と
の
出
会
い
と
暮
ら
し
と
い
っ
た
背
景
と
合
わ
せ

て ̶
 

「
日
本
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
ヤ
ポ
ネ
シ

ア
で
呼
び
た
い
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
わ
た
し
は
、
「
も
う
一
つ
の
日

本
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
い
か
ら
で
す
。
お
隣
の
大
陸
も
世
界

の
中
心
の
国
だ
と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
、
自
分
の
国
を
「
中
国
」
と
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
と
い
う
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
も
や
は
り
大
陸
を

意
識
し
、
太
陽
の
中
心
だ
と
い
う
、
非
常
に
緊
張
し
た
状
態
が
あ
っ
て
、

「
日
の
本
」
だ
と
い
う
ふ
う
に
つ
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
」

（
『
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
序
説
（
創
樹
社
刊/1977

年
）
』p47

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
と
琉
球

弧
」
よ
り
）
と
語
る
よ
う
な ̶

 

島
尾
敏
雄
自
身
の
個
的
欲
求
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
る
。
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
と
い
う
発
語
（
意
味
合
い
）
に
は
、

事
実
と
し
て
の
歴
史
社
会
の
次
元
と
は
異
な
る
位
相
と
し
て
、
島
尾
敏
雄

の
文
学
的
な
直
感
と
で
も
言
え
る
力
が
働
い
て
い
る
。 

「
専
門
の
学
者
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
研
究
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
の
に
、
私

が
素
人
考
え
で
解
決
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
奄
美

に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
こ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ

は
、
日
本
文
化
の
素
性
を
考
え
る
時
に
あ
ま
り
に
大
陸
の
こ
と
を
意
識
し

す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
中
国
と
か
イ
ン
ド
と
か
そ
う

い
う
と
こ
ろ
の
影
響
を
強
く
考
え
す
ぎ
て
い
る
。
地
図
を
見
て
も
わ
か
り

ま
す
が
、
日
本
は
島
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

・
・
（
中
略
）
・
・
南
太
平
洋
に
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ

ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
々
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
、
南
太
平
洋
の
ひ
と
つ
の
島
々
の
か
た
ま
り
と
し
て
私
は
、
日
本
列
島

が
あ
る
の
だ
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、
自
分
で
ヤ
ポ
ネ
シ
ア

と
い
う
名
前
を
つ
け
て
み
ま
し
た
。
」
（
同
上
書p25

「
私
の
見
た
奄
美
」

よ
り
）
な
ど
と
し
て ̶

 

島
尾
敏
雄
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
「
ヤ
ポ
ネ
シ
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ア
」
は
、
そ
の
後
、
社
会
的
・
政
治
的
、
そ
し
て
、
学
問
的
分
野
へ
と
波

及
し
て
い
っ
た
。 

　
今
に
し
て
私
が
そ
の
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
は
、
東

日
本
大
震
災
の
復
興
の
あ
り
様
と
川
内
や
伊
方
で
の
原
発
再
稼
働
、
辺
野

古
基
地
と
高
江
周
辺
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
の
建
設
強
行
、
さ
ら
に
は
、
今
年
４

月
の
熊
本
地
震
の
救
援
・
復
興
の
あ
り
様
で
も
露
と
な
っ
た ̶

 

群
島-

日

本
に
お
け
る
〈
中
央
〉
に
よ
る
〈
東
北
・
北
方
や
南
島
・
南
方
〉
へ
の
棄

民
と
収
奪 ̶

 

を
私
自
身
の
悔
恨
と
痛
み
と
共
に
見
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
島
尾
敏
雄
も
ま
た
、
こ
う
し
た
〈
中
央
〉
と
〈
東
北
・
北
方
や
南
島
・

南
方
〉
の
様
相
（
＝
格
差
状
況
）
と
符
合
す
る
よ
う
に…

…
 

「
と
こ
ろ
で
多
様
性
を
持
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
地
方
の
中
で
も
こ
と
に
強
く

独
自
性
を
持
っ
た
地
方
が
琉
球
弧
で
あ
り
東
北
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が

わ
た
し
の
考
え
で
す
が
、
・
・
（
中
略
）
・
・
そ
う
す
る
と
、
日
本
と
い

う
国
は
三
つ
の
弧
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
の
上
に
成
り
立
っ
て
、
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
は
、
同
じ
こ
と
ば
を
使
い
、
同
じ
生
活
文
化
を
持
ち
、
い
わ
ば

ひ
と
つ
の
民
族
と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
歴
史
の
展
開
の
仕
方
に
、
あ
る
片
寄
り
を
持
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
日
本
と

い
う
国
の
、
国
は
じ
め
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
政
治
の
中
心
的
な
舞
台

に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
九
州
か
ら
関
東
ま
で
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
で

す
。
・
・
（
中
略
）
・
・
琉
球
弧
と
東
北
は
そ
の
区
域
の
圏
外
に
あ
っ
て

一
般
的
な
日
本
の
イ
メー

ジ
の
外
が
わ
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
」
（
同
上
書p50-p51

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
と
琉
球
弧
」
よ

り
） ̶

 

と
語
っ
て
い
る
。 

　
今
の
私
は
、
赤
坂
憲
雄
（
民
俗
学
者/1953- 

）
や
瀬
川
拓
郎
（
考
古
学

者
・
ア
イ
ヌ
研
究
者/1958- 

）
ら
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
々
あ
る
。
そ
う
し
た

近
年
の
蝦
夷
（
東
北
）
や
ア
イ
ヌ
（
北
海
道
）
に
関
す
る
学
問
的
成
果
か

ら
す
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
な
島
尾
敏
雄
の
〈
東
北
・
北
方
〉
に
関
す
る
言

及
の
物
足
り
な
さ
は
指
摘
で
き
て
し
ま
う
が
、
彼
の
言
う
「
ヤ
ポ
ネ
シ

ア
」
は
、
〈
中
央
〉
と
し
て
展
開
さ
れ
続
け
て
い
る
日
本
の
歴
史
社
会
を

相
対
化
す
る
直
感
的
な
眼
差
し
と
し
て
、
今
日
に
お
い
て
も
大
き
な
意
味

を
有
す
る
。 

　
谷
川
健
一
と
ヤ
ポ
ネ
シ
ア 

　
島
尾
敏
雄
の
唱
え
た
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
に
関
連
し
て…

…
 

「
日
本
の
列
島
社
会
を
単
系
列
の
時
間
で
は
か
る
ほ
ど
不
当
な
こ
と
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
ほ
ど
そ
れ
を
無
反
省
に
濫
用
し
、
強
行
し
た

国
家
も
少
な
く
な
い
。
日
本
人
の
こ
う
し
た
傾
向
は
、
ヨー

ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
の
意
識
の
尺
度
で
日
本
を
は
か
る
態
度
に
拍
車
を
か
け
た
。
す
な
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わ
ち
、
日
本
人
の
意
識
に
は
つ
ね
に
「
ポ
リ
」
ネ
シ
ア
の
か
わ
り
に
「
モ

ノ
」
ネ
シ
ア
が
、
ま
た
「
ミ
ク
ロ
」
ネ
シ
ア
の
か
わ
り
に
「
マ
ク
ロ
」
ネ

シ
ア
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
の
マ
ク
ロ
な
世
界
と

は
、
要
す
る
に
大
陸
国
家
の
特
徴
な
の
で
あ
る
が
、
・
・
（
中
略
）
・
・

こ
の
「
モ
ノ
」
や
「
マ
ク
ロ
」
な
意
識
の
尺
度
は
、
多
系
列
の
時
間
と
意

識
と
が
複
合
的
に
重
層
化
し
て
い
る
日
本
列
島
社
会
を
は
か
る
の
に
、
最

も
実
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
方
法
な
の
だ
。
」
（
同
上
書p62-p63

「
ヤ
ポ
ネ
シ

ア
と
は
何
か
」
よ
り
）
と ̶

 1970
年
に
谷
川
健
一
（1921-2013

）
が
喝
破

し
た
事
態
は
、
今
な
お
私
た
ち
の
日
本
と
私
た
ち
自
身
を
浸
食
し
続
け
て

い
る
の
だ
。 

　
そ
し
て
、
そ
の
谷
川
健
一
に
よ
る
次
の
よ
う
な
言
葉…

…
 

「
私
た
ち
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
脱
し
イ
ン
ター
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点

を
も
と
う
と
す
れ
ば
、
単
系
列
の
時
間
に
つ
な
が
る
歴
史
空
間
で
あ
る
と

こ
ろ
の
「
日
本
」
を
否
定
す
る
し
か
な
く
、
「
日
本
」
を
肯
定
す
る
と
な

れ
ば
、
単
系
列
の
時
間
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
る
ほ
か
な
い
道
を
歩
ま
さ
れ

て
き
た
。
・
・
（
中
略
）
・
・
け
れ
ど
も
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
は
、
日
本
脱
出
も

日
本
埋
没
を
も
拒
否
す
る
第
三
の
道
と
し
て
登
場
す
る
。
日
本
に
あ
っ
て

し
か
も
イ
ン
ター

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
を
と
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
外

国
直
輸
入
の
思
想
を
手
段
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
も
の
の
中
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
破
裂
さ
せ
る
因
子
を
発
見
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
可
能
か
。
日
本
列
島
社
会
に
対
す
る
認
識

を
、
同
質
均
等
の
歴
史
空
間
で
あ
る
日
本
か
ら
、
異
質
不
均
等
の
歴
史
空

間
で
あ
る
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
「
日

本
」
を
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
は
可
能
な
の
だ
。
」
（
同
上

書p61-p62

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
と
は
何
か
」
よ
り
）
の
内
に ̶

 

私
自
身
が
沖
縄

諸
島
や
奄
美
大
島
へ
の
旅
で
抱
い
た
〝
共
時
的
・
共
感
的
な
肌
触
り
〞
の

本
当
の
意
味
が
視
え
て
く
る
よ
う
だ
。 

　
ナ
ツ
カ
シ
ャ
と
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
とcréolité 

　
前
述
し
た
〝
共
時
的
・
共
感
的
な
肌
触
り
〞
の
内
奥
に
は…

…
 

「
日
本
脱
出
も
日
本
埋
没
を
も
拒
否
す
る
第
三
の
道
」
へ
の
可
能
性
が
孕

ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
島
尾
敏
雄
が…

…

「
日
本
の
中
に
は
、
あ
る
固

さ
が
あ
る
と
、
私
は
感
じ
ま
す
。
な
に
か
「
こ
つ
ん
」
と
固
い
も
の
が

る
。
日
本
人
全
体
に
硬
化
し
た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ど
う
も
日
本
人

と
い
う
も
の
を
狭
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
「
固
さ
」
が
南
に

来
る
と
、
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
南
島
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
接
し

て
み
て
、
や
わ
ら
か
な
、
な
に
か
を
感
ず
る
わ
け
で
す
。
う
ま
く
説
明
で

き
ま
せ
ん
。
島
に
は
「
ナ
ツ
カ
シ
ャ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
日
本
本
土
で
使
わ
れ
て
い
る
「
な
つ
か
し
い
」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
意

味
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
」
（
同
上
書p15

「
私
の
見
た
奄
美
」
よ
り
）
と
し
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て ̶
 

谷
川
健
一
の
言
う
「
ナ
ツ
カ
シ
ャ
」
と
響
き
合
う
心
魂
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
。
﹇
註
３
﹈ 

﹇
註
３
﹈
こ
の
「
ナ
ツ
カ
シ
ャ
」
の
〝
や
わ
ら
か
さ
〞
を
想
う
と
き
、
私
の
心

魂
に
は ̶

 
今
年
出
会
え
た
飛
鳥
時
代
の
「
半
跏
思
惟
像
」
（
奈
良
中
宮
寺
門
跡

蔵/

於: 

東
京
国
立
博
物
館
「
ほ
ほ
え
み
の
御
仏
」
展
）
、
そ
し
て
、
奄
美
の
唄

者
「
里
栄
吉
」
（
映
像
『
島
の
唄
』
（
伊
藤
憲
監
督
）/

於: 

東
京
国
立
近
代
美

術
館
「
吉
増
剛
造
」
展
） ̶

 
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。 

　
そ
し
て
、
こ
の
「
ナ
ツ
カ
シ
ャ
」
と
い
う
〝
共
時
的
・
共
感
的
な
肌
触

り
〞
の
基
底
と
し
て…

…
 

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
成
立
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
本
列
島
社
会

が
、
世
界
の
国
ぐ
に
の
中
で
も
面
積
の
割
に
は
最
も
長
い
緯
度
の
あ
い
だ

に
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
・
・
（
中
略
）
・
・
島
嶼
と
し

て
存
在
す
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
文
化
の
同
質
均
等
化
か
ら
免
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
概
念
が
成
立
す
る
理
由
の
第
二

は
、
日
本
列
島
社
会
に
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
の
混
在
が
幾
重
層
に

も
み
ら
れ
る
こ
と
だ
。
・
・
（
中
略
）
・
・
そ
し
て
こ
う
し
た
現
象
は
、

儒
教
や
キ
リ
ス
ト
教
で
ロー

ラー

を
か
け
ら
れ
た
国
で
は
例
外
に
属
す
る

事
柄
な
の
で
あ
る
。
支
配
者
の
統
一
原
理
と
し
て
の
文
化
概
念
が
極
度
に

不
寛
容
な
形
で
貫
徹
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
列
島
社
会
に
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
支
配
者
の
統
一
原
理
が
と
き
に
は
神
道
で
あ

り
、
仏
教
で
あ
り
、
儒
教
で
あ
り
し
て
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
他
を
全
面
否

定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
（
同
上
書p62

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
と
は
何
か
」
よ

り
）
と
谷
川
健
一
も
記
す
よ
う
な ̶

 

古
来
か
ら
多
様
な
人
々
（
民
族
）

と
物
資
（
交
易
品
）
と
生
活
様
式
（
文
化
）
が
流
入
・
往
来
し
、
且
つ
、

混
在
・
混
淆
す
る
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
と
し
て
の
群
島 - 

日
本
のcréolité

（
ク
レ
オー

ル
性
）
を
読
み
取
る
。 

　
「
ナ
ツ
カ
シ
ャ
」
を
想
起
さ
せ
る
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
は
、
島
尾
敏
雄
の

「
も
う
一
つ
の
日
本
」
や
赤
坂
憲
雄
の
「
い
く
つ
も
の
日
本
」
へ
の
眼
差

し
で
あ
り ̶

 

と
同
時
に
、
先
に
《Jacques Coursil  

〜
抵
抗
と
慈
悲

の
ク
レ
オー

ル
化
》
と
題
し
て
触
れ
た
〝creolization/créolité

〞
と

世
界
史
的
に
も
共
鳴
・
恊
働
す
る
も
の
で
あ
り ̶

 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ

ズ
ム
に
お
け
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
視
座
と
し
て
、
今
再
び
私
た
ち
が
真

摯
に
捉
え
直
す
べ
き
課
題
で
あ
り
可
能
性
で
あ
る
と
言
え
る
。 

̶
2016.8.15 

記
（2020.2. 

修
正
）̶
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